
小谷村観光未来づくり協議会 次第 
 

令和 7年 11 月 6 日（木） 

午後 1時 30 分から 

小谷村役場 204 会議室 

1 開 会 

 プラットホームから話しが進んでおり、Ｒ５あたりから止まってしまった経過もありま

すが、今回は新たに進めていくキックオフ的な考え方によりまたこの委員の皆さまにより

進めて行けたらと考えます。 

 

2 村長あいさつ 

 プラットフォームからの経過からＲ６より具体的に進めていきたかった思いもありまし

たが、思うように進まずに今に至ってしまったことは反省しなければならない。 

これからしっかり議論できるよう進めていきたい。 

 

3 議 題 

（１）観光地域づくりプラットフォームからの経過について 

 一連の経過を資料により説明 

 

（２）今後の会議の進め方について 

  〇各委員から自由に意見集約 

【A】   

・前の会議について、具体的なこれとゆうのがなかった、この答申を見て村が 

なにかするような会議であった。 

・メジャーリーグなどスポーツを見て感動してリフレッシュする、観光もお客様にそ

の感情を引き出させることが必要。 

・小谷村は観光客数が１００万人を超えた、２０３０年には１５０万人を目指す。 

・小谷は白馬の仲間みたいなアピールも必要。 

・観光客が増えても宿泊施設が不足しているようでは困る、リピーターの確保は必要。 

スキー場以外の里山ゾーンももっと力をいれていく。 

・役場の観光部署に関する人員配置が弱いのではないか、マンパワーは必要。集落支 

援員も集落に入って盛りあげるような、官が力を発揮する。 

【B】 

・小谷村にどんな客層が来村しているのかを調査する、夏冬それぞれ、その上で他の賑



わっている観光地と比較することが必要では。 

・冬の観光は順調だが、問題は夏、きりゅうや１３月のようなおしゃれな店がもっとあ

ればいいのでは。 

・イベントがあれば来村する目的になる特に夏のイベント。 

 

【C】 

・地域振興に繋がるようなお祭り、イベントを行い客を呼び込む。（謝肉祭、栗祭り） 

・小谷の資源を点から線、さらに面に広がるような取り組み必要。 

・有効活用できる空き家を改修できるような補助金あった方がいいのでは。 

・補助金についてプレゼンさせて補助金を決めるその様子をＣＡＴＶで放送し村民に見 

てもらうのはどうか。 

 

【D】 

・この協議会の最終的な目的、コミットが必要では。 

・トレラン大会は東山観光に繋がるのでは。 

・補助事業は、大勢の人が手を上げやすくするような申請内容なら、いろんなアイデア

もでるのではないか。 

 

【E】 

・観光振興の議論は情緒的ではなく具体的な戦略が必要。 

・どのようなお客が来てどのようなことにどれだけお金をおとしていくのか、過去今後 

・どのようなトレンドで動いていくか検証が必要。 

・トレンドに対して観光地側がどのような客層をターゲットにし、その客層にとって魅 

力的なコンテンツ作りをして誘客に繋げる。 

・この取り組みに対し、誰がどのくらいの規模でいつ投資をするのか。 

・どの程度のインフラ整備を進めるか、またどのような体制づくりを行うか決めていく

こと必要。 

・夏山コンテンツへの投資必要。 

・インバウンドへの誘致と規制をはっきりする。 

・外部資本の有効活用をしながら地元企業に有効な開発も必要。 

・インバウンドに関しては白馬小谷で連携も必要。 

・どこに投資必要かしっかり検証する。 

【F】 

・ターゲットとコンテンツを明確にしてどれだけ投資するのを調査必要。 



・小谷村だけの資源を見つけ出し、それをどうＰＲしていくか。 

・ラム肉祭りなどイベントは、外部へ発信していく。 

 

【G】 

・パイパス完成で雨中の地区の中がどのように変わっていくか。 

・観光だけではなく地域づくりの両面で考えていく。 

・地域資源がなくなっている。 

・きのこを作っている人も少なく、ゼロになるのは問題。 

・茅葺屋根職人の技術の継承を観光に結びつける、そこから茅葺屋根の保全に繋げる。 

・稼ぐ村、稼げる村にしていく。 

・小谷村総合計画に繋がるような内容を作成していく。 

・持続可能な内容とはなにか。 

・入り込み数など見ると上がってきているが全てインバウンドで片付けるのではなく分

析は必要。 

 

【H】 

・金融機関としての資金面等々で出来ることは限られる。 

・まず出来ていないことから洗い出す。 

・持続可能な内容を出していく。 

・観光客数など数字は伸びているが、全てインバウンドで終わらすのではなく検証が必要。 

地域住民コミュニティ含めた上で進めていく。 

 

（３）その他 

 〇副村長から資料に沿って宿泊税についての説明 

 ・来年度 6月始まる宿泊税について、この会議において重点施策などを協議させて 

いただきたい。 

 

4 閉 会 

 

 


